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循環器疾患総患者数の将来推計

厚生省患者調査より算出された総患者数をもとに

中村 好一 坂田 清美 尾島 俊之

谷原 真一 柳川 洋

目的　わが国における循環器疾患（高血圧性疾患，虚血性心疾患，脳血管疾患）の患者数の将来推計を行う。

方法　厚生省が実施した患者調査より最近4回（1984年，1987年，1990年，1993年）の結果を利用した。調

査日当日に受診しなかった外来患者数を含めた総患者数を性・年齢階級ごとに計算し，これを人口で除

したものを有病率とした。各性・年齢階級ごとに有病率の将来推計を1次線形モデルを用いて行い，こ

れに将来推計人口を乗じて推計患者数とした。推計は1996年から3年ごとに2008年まで行った。

結果　高血圧性疾患は男女共に55歳以下の低年齢層では減少するが，これ以上の高齢者層で増加し，全体で

は増加傾向が推計された。男の虚血性心疾患は多くの年齢で増加し，その結果全年齢合計でも増加する

ことが推計された。女の虚血性心疾患は若年層では減少傾向，高齢層では増加傾向が推計され，合計で

はほぼ横ばい傾向であった。脳血管疾患は男女共ほとんどすべての年齢階級で増加傾向がみられた。

結論　観察した3種類の循環器疾患において，それぞれ違った患者数（有病率）の時系列変化が予想された。
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